
83

〈研 究ノー ト〉

フェー ダ教 区の家庭 内試 問記録 簿 にお ける

社 会 階層名:1788年 ～1896年

佐 藤 睦 朗

1.は じめ に

19世 紀 ス ウェー デ ン農村 史研 究 を進 め る うえ で不 可 欠 な 史料 の 一つ と して,教 会 簿 冊(kyrko-

backer)が 挙 げ られ る。 教会 簿 冊 は,牧 師 に よって 教 区単 位 で 作 成 され た住 民 の 個 人情 報 に関 す

る記録 簿 で あ り,「 家 庭 内試 問 記 録 簿 」(husforhorslangder),「 結 婚 記 録 帳 」(lysnings-ochvigsel-

b6cker),「 移 動記 録 簿」(且yttningslangder),「 出生 ・洗 礼記 録 帳」(fodelse-ochdopbocker),「 死 亡 ・埋

葬記 録 帳」(dod-ochbegravningsbocker)の5種 類 の 史料 に大 別 され る。 この なかで 家庭 内試 問記

録 簿 は,他 の4つ の史 料 で扱 われ る事 項 を含 む全 て の個 人情 報 が 記 載 され た 史 料 で あ る こ とか

ら,土 地制 度 史や 家族 史 の研 究 にお いて最 も頻繁 に利用 されて い る。

家庭 内試 問 記録 簿 は,本 来 は 「家 庭 内試 問」(husforhor)と よ ばれ る聖 書 に 関す る試 験 の 結 果

を記録 す るため に作 成 され た台 帳 で あ った が,1749年 に設 立 され た統 計 局(Tabellverket)に よ っ

て 人 口統 計 の教 区 レベ ル での 資料 と して利 用 され た こ とに よ り,18世 紀 半 ば以 降 は,教 区 民 の

出 生,結 婚,死 亡,居 住 地 の 移 動 な どの 個 人 情 報 が 主 に 記 載 され る よ う に な っ た ω。 さ ら

に,1812年 に人頭 税(mantalspengar)を 徴 収 す るた め の補 助 的 な 資料 と して の利 用 も開 始 され た

こ とに よ り,19世 紀 を通 じて宗 教 的 な意 味 合 い は大 き く後 退 し,世 俗 的 な住 民 台 帳へ と変 容 し

たの であ る(2)。

この 史料 で は,氏 名 の前 に社 会 階層 名 ない しは世 帯 内 で の位 置(妻,息 子,娘,奉 公人な ど)が

記 載 され て い る こ とか ら,個 人の社 会 経 済 的 な地位 を調 査 す る うえ で重 要 な情 報 源 とな って い

る。 た だ し,階 層名 は地 方 に よ って異 な るた め,史 料 上 の呼称 とス ウ ェー デ ン農村 史研 究 におい

て一 般 的 に用 い られて い る主要 な社 会 階層 との対応 につ いて予 め整理 して お く必要 が あ る。

そ こで本稿 で は,筆 者が研 究 対 象 と して い るエ ス テ ル イ ェー トラ ン ド(Ostergbtland)地 方 中部

の フ ェー ダ(Skeda)教 区 を取 り上 げて,家 庭 内試 問記 録 簿 に記 載 され た階 層 名 の 特 徴 につ い て

考 察 した い(3)。 これ は,同 教 区 を対 象 と した 農村 史研 究 を進 め る ため の基礎 的 な調 査 で あ る。

2.史 料

本 稿 で は,主 な史料 と して,北 ス ウェ ー デ ンの ユ ー メ オ(Umea)大 学 に あ る 「人 口学 デ ー タ
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ベ ー ス」(ス ウェーデン語表記;D・m・9・ 諭・k・D・tabasenvidUm・auniversit・t・ 嬬 表記:Th
eD。m。9,aphic

DataBaseatUmeaUniversity:以 下,DDBと 略記)に よって電 子化 され た教 会簿冊 を利用 す る。 この

デ ー タベ ース につ い て,予 め簡単 に説 明 してお きた い。

DDBで は ・6教 区 と3地 域(図1を 参照)の 教 会 簿 冊 の情 報 を入 力 し,各 個 人 の情 報 を連 関 さ

せ た う え で 公 開 す る 作 業 を 進 め て い る。 す で に ス ン ス ヴ ァ ル(Sundsvall)地 域 や トロ ー サ

(Trosa)教 区 な どの デ ー タベ ー ス は完 成 し,加 工 され た情 報 を抽 出 す る こ とが 可 能 とな っ て い

る/4)。 だが,フ ェー ダ教 区 を含 む リ ンシ ェー ピン グ(Linkoping)地 域 の36教 区 につ い て は
,現 時

点 で は未 完 成 の段 階 に あ る こ とか ら,デ ー タの 加 工 や 抽 出 を 行 う こ とは で き な い。 た だ し,

DDBが 入 力 したデ ー タに基 づ い て,リ ンシェ ー ピ ング大 学 にあ る地 方 史研 究 セ ン ター(Centrum

forlokalhistoria)に よって作 成 され た検 索 用 のデ ー タベ ー ス は完 成 して い る こ とか ら ,こ の検 索 シ

ステ ム を利用 して 階層 名 の調査 を行 っ た。

フェ ー ダ教 区の場 合,家 庭 内試 問 記録 簿 の原 史 料 は,欠 号 の ・i～87年 を除 き,1747～67年

図1DDBに よる教会簿冊の電子化の対象となっている教区と地域

騰 副トネオ

?一 オ教区

昏'¥
2＼ 議_.

難:響
出 典:UllaNilsdotterJeub,Parish、Records,Umea1993,s.106.
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に作 成 された第1巻 か ら1892～96年 に作 成 され た第28巻 まで公 開 され てい る。 この ため,デ ー

タベ ース にお い て も,1747～67年 と1788～1896年 が検 索 の対 象 期 間 とな っ て い る。 た だ し,第

1巻 で は社会 階 層名 に関す る記述 が 不完 全 で あ る こ とか ら,本 稿 で は1788年 か ら1896年 まで を

考察 の対 象 とす る。

なお,デ ー タベ ー スで は,原 史料 のな か には簡 単 に記 載 され てい る土 地所 有 関係 の情 報 が全 て

省 略 され てい る こ とか ら,こ れ を補 うた め に,地 方 官 吏 に よ って 作 成 さ れ た 「人頭 税 調 査 簿」

(mantalslangder)と 「徴 税 簿 」(taxeringslangder)も 利 用 した(5)。 行 論 中 の 土 地 制 度 に 関 す る 情 報

は,こ う した徴 税 台 帳 の調査 に依 拠 した もので あ る。

3.19世 紀の スウ ェーデ ン農村 におけ る主要な社会階層

フェーダ教区を対象 とした分析 を行 う前提 として,19世 紀 のス ウェーデ ン農村社 会における

主要 な階層 について整理す ることに したい。同教 区で は,19世 紀半ばの段階 で農民所有 地が約

60%を 占めていたことか ら,農 民村 落における社 会階層 に関する整理が中心 となる。 ただ し,

中小の地主大農場(gods)は 存在 していたこ とか ら,大 所領 内の階層に も簡単 にふれる ことにす

る(6)。なお,貴 族,僧 侶,爵 位 を持たない 「上層中間層」(ofralses伽dspersoner)な どのエ リ・一ト

層 については,整 理の対象外 とした(7)。

①農民

19世 紀末 までのス ウェーデで は,原 則 として,課 税単位であるマ ンタール(mantal)の 指定 を

受けた農場 を経営 していることが農民の基本的な標識であった。 この農民層 は,経 営す る農場の

税制上の区分に基づ いて,担 税地農民(skattebonde),王 領地農民(kronobonde),免 税 地農民(fral-

sebonde)の 三種類 に大別 され る(8)。この なかで王領地農民 は,1789年 に担税 地農民の所有権 と

ほぼ同様の保有権が保証 されたこ とか ら,自 営農民である担税地農民 との土地制度上の差異 はほ

ぼ解消 されていた(9)。彼 らは,マ ンタールに基づいて国家 に対す る租税負担 を要求 される一方

で,1866年 に二院制議会が導入 され るまで存続 した四身分制(貴 族,僧 侶,市 民・農民)議i会 の農

民身分に属す る権利 を享受す るとともに,1860年 代初頭 まで地方政治 の拠点であった教 区会議

(s・ckenstamma)で の投票権 を与 えられた(10)。

これに対 して,貴 族や上層中間層な どの地主か ら農場 を借 りる免税地農民は,原 則 として農民

身分か ら排 除されてお り,さ らに地主大農場地域 では教 区会議への参加 を地主によって制限 され

ることもあ った(11)。ただ し,免 税 地農民 は一様 ではな く,上 層のなかには,農 民 による免税地

の購入が1789年 と1810年 に順次 自由化 されるなかで,自 営農民 に転化する例 もみ られた。 この

ような免税地所有農民 は,1834年 には四身分制(貴 族,僧 侶,市 民,農 民)議i会 の農民身分への加

入が認め られ,担 税地農民や王領地農民 と同等 の政治的地位 を与 えられたのである(12)。このた

め,税 制上の農民区分の意義は,一 部の地主大農場地域 を除いて,19世 紀 を通 じて失われ る傾

向にあった。
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こ う した な かで,農 民層 の 区分 として新 た に重視 され たの が ,農 場所 有権 の有 無 であ る。 これ

に よ り,免 税 地 所 有 農 民 を含 む 自営 農 民 は 「農 場 所 有 者 」(hemmansagare)と い う概 念 で一 括 さ

れ る… 方 で,地 主 や 農 民 か ら農 場 を借 りて 経 営 を 行 う借 地 農 につ い て は ,「 借 地 人」(arrenda-

tor),「 保 有 農」(abo),「 耕作 者」(brukare),「 私 領 地 農 民」(1andbonde)な ど と記 載 され た の で あ

る(13)。 これ らの 階層 名 につ い て はsフ ェ ー ダ教 区 の教 会 簿 冊 を対 象 と した分 析 の なか で も検 討

され る こ とにな る。

なお,農 民 は社 会経 済 的 に は多様 で あ り,後 述 の農村 下 層民 との境 界 が曖 昧 な零細 農 か ら,中

小 の 地 主 に匹 敵す る大 農 ま で を含 む 階 層 で あ った。 特 に 「上 流 農 民 」(herrebonder)と よば れ る

大 農 層 には,上 層 中 間層 の 出身 者 も含 まれ てい た こ とか ら,両 者 の境 界 は必 ず し も明確 で は な

か った(14)。 こ う した 農民 層 内 部 の格 差 につ い て は別 稿 にて 論 じる こ とに して,さ しあ た り本稿

で は一 括 して農 民 と して 階層 名の 考察 を進 め る こ とにす る。

② トルパ レ

トルパ レ(torpare)と は,マ ンター ルの指 定 を受 け て い ない トル プ(tolp)と よばれ る小作 地 を

経営 す る小 作 人 を さす。 彼 らは農民 層 とは異 な り,マ ンター ルに基 づ く権利 ・義務 関係 か ら原 則

と して排 除 され てい た。 この ため,農 民 よ り下位 に位 置 す る階層 を全 て含 む概 念 で あ る 「土地 無

し」(obesuttna)層 に分 類 され るq5)。 た だ し,ト ル パ レは多種 多 様 で あ り,農 業 労 働 者 に等 しい

層 か ら,小 農 と匹敵す る規 模 の耕 地 を保 有 す る層 まで を含 ん で いた こ とか ら,ト ルパ レを他 の 農

村 下層 民 とは 区別 して分析 が な され る場 合 もある(16)。

トル プ の形 態 は時 代 に よっ て多 様 で あ るが,18～19世 紀 に 限定 す れ ば,地 主 大農 場 内 に設 置

され た 「大所 領 トル プ」(herrgardstorp,sateritorp)と,農 民 が所 有す る農場 に付 随 す る 「農民 地 ト

ル プ」(bondetorp)に 大別 され る。 また,こ れ に対 応 す るか た ち で ,ト ルパ レにつ い て も,「 大 所

領 トルパ レ」(herrgardstorpare,sateritorpare)と 「農民 地 トルパ レ」(bondetorpare)の2種 類 に 分 け

る こ とが 通 例 とな って い る(王7)。前 者 につ い て はす で に別稿 で 論 じて い る こ とか ら,こ こで は農

民 地 トル パ レにつ いて 整理す る こ とに した い(]H)。

農 民 地 トル プ で は,「 日割 労働 」(dagsverke)と よばれ る労働 提 供 は農繁 期 の5～10日 程 度 に限

定 され,通 常 は現 金 と現 物 を 中心 と した小 作 料 が賦 課 され た(19)。農 民村 落 にお け る トル プの 設

置 は,18世 紀 前 半 まで は法 的 に規 制 され て いた が,1743年 と57年 にそ れぞ れ担税 地 と王 領 地 に

お い て 自由化 され た ⑳ 。 こ う した トル プの耕 地 面 積 は,18世 紀 末 の エ ス テ ルイ ェ ー トラ ン ド地

方 西部 で は平 均 で1.2ヘ クタ0ル 程 度 で あ った こ とか ら,農 業経 営 だ け では生 活す る こ とが で き

ず に,畜 産や 手工 業,漁 業 な どの 副業 に も従 事 す る必要 が あ った と考 え られ る(21)。

トルパ レの小 作 権 は,5年 以 下 の不 安 定 な契 約 の場合 が あ る一 方 で,長 期 に わ た る安 定 した小

作 権 を認 め られ る こ と もあ っ た。特 に,「 抵 当 トル プ」(forpantningstorp)で は,農 民 に対 して 初

年 度 に 数 十 年 分 の小 作 料 を支 払 う形 態 で あ った こ とか ら,通 常 は49年 の小 作 期 間 が 保 証 され

た(z2)。 同 様 に,農 場 の相 続 や売 買 の 際 に土 地 購 入 代 の 一 部 と して 隠居 人 に対 して提 供 され た
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「隠居 トルプ」(undantagstorp>や,農 場相続権放棄者 に与 え られ た 「血縁 トル プ」(bordstorp)の

場合 も,生 涯 にわたる小作権が認め られた(23)。これ らの トルパ レの なかには,ト ルプを農民か

ら購入 して,小 農に近い トルプ所有者 となる者 もいた(24)。

こうした農民地 トルパ レとの関連 で,「外 地」(utjord)の 耕作者 につ いて もふれてお く必要が

あ る。外地の存在形態は時代や地域 によって異 なるが,本 来の農場所有者によって利用 されずに

放置 された小規模の農地が,他 人によって耕作 されるなかで分離農地 となった点ではほぼ共通 し

ている(25)。フェーダ教区では,外 地の多 くは村 落間ない しは教 区間 に存在 してお り,19世 紀初

めの段 階で は実質的 には共有地 となっていたが,19世 紀半ば以 降は村 落内の農場の一部 として

吸収 されるか,あ るいは単独 の農地 として私有地化 された。 このなかには,開 墾 の進行 によ り,

農民農場 と同規模の課税評価額 となってい る場合 もあ る(26)。ただ し,外 地 に対 してはマ ンター

ルの指定が なされていないことか ら,先 行研究では,耕 地面積 の大 きさにかかわ らず,そ の耕作

者 は トルパ レ層 に分類 されている(27)。このため本稿 で も,外 地耕作 者 を トルパ レ層 に含 めて階

層名の分析 を行 うことにす る。

③兵十

19世 紀 のスウェーデ ンでは,1680年 代 に本格 的 に導入 され,1892年 の決定 を通 じて1901年

に廃止 されるまで存続 した 「割 当兵制」(indelningsverket)と よばれる軍税負担 に基づ いて,兵 士

家族の扶養が農場所有者 に要求 された。 この制度 は,軍 区(rote)単 位 で歩兵や水兵の家族が扶

養 される場合 と,「騎兵扶養契約者」(rusthallare)に指定 された農民ない しは地主 によって騎兵家

族の扶養 と軍備一式 の提供が なされる場合の二通 りに大別 される(28)。いずれの場合 も,農 民 か

ら兵士家族の生活費の一部 として トルプが提供 されたことか ら,先 行研究では トルパ レと同一階

層 に分類 されている場合 もある(29)。だが,本 稿 では階層名の分析 を課題 としているため,ト ル

パ レとは区別 して考察 を進める。

④小屋住み ・問借人

小屋住 み(backstugusittare)と は,農 場所有者か ら 「丘 の小屋」(backstuga)と よばれる小 屋 を

借 りる階層 をさす(30)。この小屋 には小規模 の畑が付 随 していたが,そ の農業経営 は生計の補助

的 な意味 しか もっていなかった。丘の小屋 と小規模 の トルプとの差異 は必ず しも明確ではなかっ

たが,地 域 によっては0.25ヘ クタールの耕地面積が区別する基準 として設定 されていた(31)。だ

が,実 際には小屋住み と下層の トルパ レとの境界は曖昧であることか ら,史 料上で混同 される例

もみ られる(32)。

農民村落 において丘の小屋 を設置す ることは,18世 紀半 ばまで は勅令 に よって規制 されてい

たが,1762年 と70年 に順次 自由化 され た(33)。当初 は老 人 や貧 民 用 の 小屋 で あ っ たが,ス

ウェーデ ン西部 を中心 に,労 働可能な若年の小屋住みが18世 紀末以降に増加 し,農 民層の重要

な労働力源 となった(34)。だがスウェーデ ン東部で は,19世 紀において も小屋住 みは高齢者が中

心であ り,労 働力源 としての意義は小 さかった とみるのが通説 となっている(35)。
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小 屋 住 み と同 一 階層 とされ て い る のが,間 借 人(inhyseshjon)で あ る。彼 らは,地 主 や 農 民 か

ら屋 敷 内 の一 室 を借 りる 同居 人 で あ り,完 全 に農 業経 営 か ら分離 して い る点 で は小屋 住 み と異 な

るが,実 際 には 両者 は厳 密 には 区別 され て お らず,政 府 の 統 計 にお い て も一 括 され て い る(36)。

ス ウェー デ ン東 部 では,小 屋 住 み と同様 に 問借 人 も老 人 や貧 民 が 中心 で,若 年 の労働 者 は少数 で

あ っ た と考 え られ てい る(37)。

⑤ 手工 業者

ス ウ ェー デ ン農村社 会 にお け る手 工 業者 は,教 区,地 主大 農場,あ るい は村 落共 同体 に よって

雇 用 され て い た。 この 農村 手 工 業 者(lanthantverkare)の な か で,19世 紀 半 ば まで 主 要 な形 態 で

あ った の が,教 区 手工 業 者(sockenhantverkare)で あ る(38)。そ の 主 た る職種 は,靴,仕 立 て,鍛

冶,指 物,左 官 で あ った。 た だ し,こ れ らの 農村 工業 には,農 民,ト ルパ レ,兵 士 な ど も副業 と

して従 事 してい た こ とか ら,教 会 簿冊 や 人頭税 帳 簿 の なか で手工 業 者 と確認 しうる人数 は,教 区

に よっ て実 際 に 許可 さ れ た人数 を下 回 って い た(39)。 こ う した教 区単 位 で手 工 業 者 を雇用 す る制

度 は,1846年 の工場 ・手 工業 者 令 に よっ て法 的 には廃 止 され たが,実 際 に は1860年 代前 半 まで

は存 続 して い た(4ω。 この ため,教 区 手工 業 者 の 保 護iが完 全 に撤 廃 され,農 村 にお け る営 業 の 自

由が確 立 され たの は,1860年 代 後半 で あ った と考 え られ る。

⑥ ス ター タ レ ・既 婚 の奉 公 人

ス ター タ レ(statare)と は,給 与 の 一 部 を ス タ ッ ト(stat)と よば れ る現 物 支 給 に よ っ て支 払 わ

れ る農 業 労 働 者 を さ す。 この ス ター タ レ は,農 村 社 会 の 階 層 に 関 す る 政 府 の 公 式 な 統 計 で

は,1825年 に 初 め て 「ス タ ッ ト トル パ レ」(stattorpare)と い う名称 で 記 載 され たが,東 中 部 ス

ウ ェー デ ンや南 部 ス コー ネ(Skane)地 方 の地 主 大 農場 で は,す で に18世 紀 半 ば に は ス ター タ レ

の原 型 となる既 婚 の奉 公 人が 雇用 され て いた とみ る のが 通説 とな って い る(41)。 この制 度 は1945

年 まで存 続 した こ とか ら,地 主大 農場 で の過 酷 な労 働 条件 の下 で働 く農業 労働 者 と して,歴 史学

研 究 にお い て頻 繁 に取 り上げ られ て きた(42>。 ただ し,ス ター タ レの 原型 とな った既 婚 の奉 公 人

は,19世 紀 にお い て は,地 主 大 農場 だ け で な く農民 屋 敷 で も雇 用 され て い た。 この た め本 稿 で

は,農 民 世帯 で雇 用 され た既 婚 の奉 公 人 もス ター タ レに含 め て分析 を進 め る こ とにす る。

⑦ 未 婚 の奉 公 人

「ヨー ロ ッパ 型結 婚類 型 」 の地 帯 に属 して い た ス ウ ェー デ ンで は,西 欧 や 中欧 と同様 に 「ライ

フ ・サ イ クル奉 公 人」 が広 汎 に 存 在 してい た(93)。 これ は,親 元 を離 れ た 時期 か ら結婚 す る まで

の期 間 に属 す る 階層 で あ り,年 齢 層 と して は15歳 か ら30歳 まで が 中心 で あ った(44)。19世 紀 に

は,農 場 を相続 す る子 供 が奉 公 人 とな る こ とを回避 す る一 方 で,奉 公後 に両 親 よ りも下位 に位 置

す る事例 が 増加 す る傾 向が み られ る こ とか ら,奉 公 人 が 「下 降 の社 会 移 動」(nedatgaendesociala

mobilitet)の 一つ の 源泉 とな った と考 え られ て い る(45)。 た だ し,史 料 上 で は奉 公 人 と実 子 との 差

異 は必 ず しも明確 で は な く,ス ウ ェー デ ン政 府 の 統 計 にお いて も,親 と同居 す る15歳 以 上 の了

供 と未 婚 の 奉 公 人 は 同一 階 層 に分 類 され て い る(4&)。 また家 庭 内試 問記 録 簿 に お いて も,両 者 が
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混 同 され る例 が み られ る(47)。以 下 の 分析 で も,奉 公 人 と記 載 され た実 子 につ い て は,全 て奉 公

人 と して処理 され てい る。

4.フ ェーダ教区の家庭内試問記録簿における階層名

表1は,家 庭 内試 問記 録 簿 にお いて使 用 頻度 が 高 い と考 え られ る名 称 を入 力 して検 索 した結 果

を示 した もの で あ る(48)。史料 上 で は,個 人 の 階層 名 は名 詞 の定 形 で 記 載 され てい る こ とが 一 般

的 で あるが,表 の なか で は不 定 形 で明示 した。

表 のなか で3つ の時期 に分 け られて い るの は,リ ンシェー ピ ング大 学 地方 史 セ ンター にお い て

編 集 され た 際 に,(1)AI:1(1747年 一67年 〉～AI:10(1816年 一23年),(2)AI:11(1823年 一30年)

～AI:20(1857年 一60年) ,(3)AI:21(1861年 一66年)～AI:28(1892年 一96年)に 区 分 さ れ た こ

とに よる もの で あ る。 た だ し,す で に ふ れ た とお り第1巻(1747年 一67年)で は社 会 階 層 名 が ほ

とん ど記載 されて い ない こ とか ら,表1で は第1期 を1787年 ～1823年 に変 更 してい る。

な お,女 性 の場 合 は結婚 後 に 「主婦」(husfru)と の み記載 され る こ とが 通例 で あ る こ とか ら,

表1で は原則 と して男性 を検索 対象 と した。 た だ し,結 婚前 の奉 公 人 と老年 期 の小屋 住 み ・間借

人 につ い て は,女 性 も含 め て検 索 を行 った。

表1フ ェーダ教区の家庭内試問記録簿における階層名

①農民

1788年 ～1822年 1823年 ～1860年 1861年 ～1896年

階 層 名 訳 語 件数 階 層 名 訳 語 件数 階 層 名 訳 語 件数

bonde 農民 143 hemmansager 農場所有・耕作者 1 eger,bruk.(eg,br.) (農場)所 有 ・耕作者 i55

rusthallare 騎士扶養契約者 23 hemmansagare 農場所有者 4 eger(agare) (農場)所 有者 269

Qatndeman (教区会議)委 員長 9 eger,bruk.(eg,br.} (農場)所 有 ・耕作者 135 bonde 農民 1

skatteman 担税人 8 eger(agare) (農場)所 有者 isi

eger(agare) (農場)所 有者 2 rusthallare 騎士扶養契約者 5

namdeman (教区会議)委 員長 2

bonde 農民 1

arrendator (農場)借 地人 6 arrendator (農場)借 地人 46 arrendator 儂場)借 地人 83

br.{brukare) (農場)耕 作者 124 br.(brukare) (農場)耕 作者 285 br.(brukare) 儂 場)耕 作者 294

② トルパ レ

1788年 ～1822年 1823年 ～1860年 1861年 ～1896年

階 層 名 訳 語 件数 階 層 名 訳 語 件数 階 層 名 訳 語 件数

torpare トルパ レ 187 torpare

forpantningsagare

eger,bruk.(eg,br.)

eger(agare)

br.(brukare)

arrendator

トルパ レ

抵当権所有者

(トルプ)所有 ・耕作者

(トルプ)所 有者

(トルプ)耕 作者

(トルプ)借 地人

738

15

2

7

12

14

torpare

forpantningsagare

eger,bruk.(eg,br.)

eger(agare)

br.(brukare)

arrendator

トルパ レ

抵当権所有者

(トルプ)所有 ・耕作者

(トルプ)所 有者

(トルプ)耕 作者

(トルプ)借 地人

603

22

1

33

18

23

utjordsbrukare

br.(brukare)

外地耕作者

(外地)耕 作者

3

3

utjordsbrukare

eger,bruk.(eg,br.)

eger(agare)

br.{brukare)

arrendator

外地耕作者

(外地)所 有 ・耕作者

(外地)所 有者

(外地)耕 作者

(外地)借 地人

1

5

8

39

19

eger,bruk.(eg,br.)

eger(agare}

br.(brukare)

arrendator

(外地)所 有 ・耕作者

(外地)所 有者

(外地)耕 作者

(外地)借 地人

38

44

49

25
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③兵士

1788年 ～ 王822年 ]823年 ～1860年 181年 ～1896年

階 層 名 訳 語 件数 階 層 名 訳 語 件数 階 層 名 訳 語 件数

soldat

lifgr.(lifgrenadier)

ryttare

兵士

兵士

騎兵

25

36

i6

lifgr.(lifgrenadier)兵士 153 lifgr.(lifgrenadier)兵士 138

④小屋住み ・問借人

1788年 一一一1822年 1823年 ～1860年 186]年 一1896年

階 層 名 訳 語 件数 階 層 名 訳 語 件数 階 層 名 訳 語 件数

backst. 小屋住み 18 backst. 小屋住み 24 backst. 小屋住み 8

inhyses. 問借人 146 inhyses. 問借人 Z inhyses. 問借人 595

tillhus 家に属する者 105 tillhus 家に属する者 348 tillhus 家に属する者 221

eger(agare? (丘の小屋)所 有者 1 eger,bruk.(eg,br.) (丘の小屋)所有 ・耕作者 z

br.(brukare) (匠の小屋)耕 作者 2 eger(agare) (丘の小屋)所 有者 24

br.(brukare) (丘の小屋)耕 作者 z

⑤手工業者

178年 ～1822年 1823年 ～1860年 1861年 一一1896年

階 層 名 訳 語 件数 階 層 名 訳 語 件数 階 層 名 訳 語 件数

skomakare

sockenskomakare

靴職人

教区靴職人

19

2

skomakare

sockenskomakare

靴職人

教区靴職人

10

9

skomakare 靴職人 77

skraddare

sockenskraddare

仕立て職人

教区仕立て職人

18

10

skraddare

sockenskraddare

仕立て職人

教区仕立て職人

14

13

skraddare

sockenskraddare

仕立て職人

教区仕立て職人

41

z

murmastare

sockenmurmastare

左官親方

教区左官親方

3

1

murare 左官職人 3

一 一 一 一 斤 一 一 一 一

smeden 鍛冶職人 10 smeden 鍛冶職人 17 smeden 鍛冶職人 36

snickare

P一由 一

指物職人 11 snickare 指物職人 7 snickare 指物職人 24

⑥スター タレ ・既婚の奉公人

1788年 ～1822年 1823年 ～1860年 1861年 ～1896年

階 屑 名 訳 語 件数 階 層 名 訳 語 件数 階 層 名 訳 語 件数

giftdrang

giftastatare

arbetare

既婚の下男

既婚のス ター

労働者

719

1

22

giftdrang

statdrang

arhetskarl

既婚の下男

スタッ ト下男

労働者

`L39

64

11

giftdrang

statdrang

arbetare

既婚 の下男

ス タット下男

労働者

14

224

ss

⑦未婚の奉公人

1788年 ～1822年 1823年 ～1860年 1861年 ～1896年

階 層 名 訳 語 件数 階 層 名 訳 語 件数 階層名 訳語 件数

dr註ng

tjanstegosse

arbets-dr.

下男

奉公中の少年

労働下男

1517

43

3

drang

tjanstegosse

下男

奉公中の少年

2357

24

drang

tjansteBosse

下男

奉公中の少年

2728

6

piga

tjansteflicka

下女

奉公中の少女

1828

66

piga

tjansteflicks

下女

奉公中の少女

2sg5

29

piga

tjansteflicica

下女

奉公中の少女

2706

1

資料DDB
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① 農民

ス ウ ェ ー一デ ン農村 史研 究 で は,「 農民 」(bonde)と い う階層 名 が 自明 の もの と して 使 用 され て

い る。 だが フ ェー ダ教 区 の家 庭 内試 問記 録 簿 で は,1822年 まで は 一般 的 な名 称 と して用 い られ

て いたが,1823年 以 降 は例外 的 な場 合 を除 い て ほ とん ど記 載 され てい ない。 同様 に,1820年 代

まで担 税 地 農民 に対 して 用 い られ て い た 「騎 士 扶 養 契 約 者」(rusthallare)や 「担 税 人」(skatte-

man)な どの特 殊 な階層 名 につ いて も,1830年 代 以 降 は使 用 さ れて い な い。 これ に代 わ り,自 営

農民 の 一般 的 な表記 と して 定着 した の が,「 農場 所 有 者 」(hemmansagare)を 意 味 す る 「所 有 ・耕

作 者」(eger,bruk.;agateochbrukare)と 「所 有者 」(eger;agare)で あ る。 た だ し,「 ヘ ムマ ン」

(hemman)の 部 分が 省 略 され てお り,後 述 の トル プや外 地 の所 有 者 と区別 され て い な い ため,徴

税 記録 簿 を利 用 してマ ンタール の指 定 を受 けた農 場 に居住 地 して いる こ とを確 認 しな けれ ば,農

民 と特 定 す る こ とはで きない。

こ う した確 認作 業 は,土 地 所有 権 を有 して いな い借 地農 の場 合 に も必要 とな る。借 地 農 につ い

て は,18世 紀 末 以 来,ほ ぼ 一 貫 し て 「耕 作 者 」(bruk;brukare)な い し 「借 地 人」(aT,;arren-

dator)と 記 載 され て いるが,こ こで も 「ヘ ムマ ン」 の部分 が省 略 されて い るた め,階 層 名 のみ で

は トルプや外 地 の耕作 者 ・借 地 人 と区 別す る こ とは で きない 。 この ため,同 様 に居 住 地 の情報 を

確 認 しな け れ ば,「 農 場 耕 作 者」(hemmansbrukare)な い しは 「農 場 借 地 人」(hemmansarrendator)

で あ る こ とを確 定 す る こ とが で きな い状 況 とな って い る。

この よ うに フェー ダ教 区の家 庭 内試 問記 録 簿 で は,農 民 は必ず しも明確 に 区分 され た 階層 で は

なか った ので あ る。

② トルパ レ

トルパ レにつ い て は,一 般 的 な呼 称 で あ る 「トルパ レ」(torpare)が 主 に使 用 さ れ て お り,ま

た,1840年 代 か らは抵 当 トル パ レを意 味 す る 「抵 当権 所 有 者 」(forpantinigsagare)と 記 載 され て

い る こ とか ら,比 較 的容易 に特 定 しうる 階層 で あ る。 た だ し,ト ル プ居 住 者 に対 して も,19世

紀 半 ば以 降 に 「所 有 ・耕 作 者 」,「所 有者 」,「耕 作 者」,あ るい は 「借 地 人」 と記載 され て い る場

合が み られ る。 同様 に,外 地 の耕作 者 と所 有者 の場 合 も,明 確 に 「外 地耕 作 者 」(utjordsbrukare)

と記 載 され て い るの は4例 だ けで あ り,そ れ以 外 は省 略 され て い る。 この ため,ト ル パ レ層 につ

い て も,農 民 と同様 に居住 地 の確認 を必要 とす る場 合 が あ る。

③ 兵士

一 般 的 な呼 称 で あ る 「兵 士 」(s・ldat)と 「騎 兵 」(ryttare)は ,1810年 代 初 め まで 使 用 され た

が,そ の 後 は記載 されて い ない。 これ らに代 わ り,1820年 代 以 降 はlifgrenadierと い う名 称 に統

一 され てい る。 これ は,現 代 ス ウ ェー デ ン語 の 「近 衛兵 」(1ivgrand;grenadjar)を さす 言 葉 で あ る

と解釈 され るが,史 料上 で は兵士 全 般 を さ してい る と考 え られ る。

④ 小 屋住 み ・問借 人

一般 的 な呼称 で あ る 「小屋 住 み」(backst .;backstugusittare)と 「間借 人」(inhyses.;inhyseshjon)
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に加 えて,両 者 を区別 しない 「家 に属 す る者」(tillhus)と い う階 層名 が 用 い られ て い る(49)。 こ

の ほ か に,丘 の小 屋 の居 住 者 に対 して は,1860年 代 以 降 に 「所 有 ・耕 作 者 」,「所 有 者」T「耕作

者」 と記載 され て い るため,農 民 や トルパ レとの区別 が 必ず しも明確 で はない場 合 もみ られ る。

⑤ 手 工 業者

家 庭 内試 問 記録 簿 か らは,フ ェー ダ教 区で は,靴,仕 立 て,左 官,鍛 冶,指 物 の5職 種 の手 工

業 者 が存 在 して いた こ とが確 認 され る。 ただ し,教 区手工 業 者 と明記 され てい るの は,靴,仕 立

て,左 官 の3職 種 のみ で あ る。

⑥ ス ター タレ ・既 婚 の奉公 人

ス ター タ レに直 接 関連 した 階層 名 は,1822年 まで は わず か1件 だ け で あ った が,23年 以 降 は

「ス タ ッ ト下 男」(statdrang)の 記 載が 増加 した。 また,「 労 働 者」(arbetare;arbetskarDの 呼称 も19

世 紀後 半 に頻 繁 に使 用 されて い る。 これ に対 して,「 既 婚 の下男 」(giftdrang)は,1850年 代 まで

は一般 的 な階層 名 で あ ったが,1861年 以 降 は記載 件数 が激 減 した。

⑦ 未婚 の奉 公人

奉 公 人 に つ い て は,一 般 的 な 名 称 で あ る 「下 男」(drang)と 「下 女」(piga)が 用 い ら れ て い

る。 た だ し,15歳 未 満 の場合 は,「 奉 公 中 の少 年」(tjanstegosse)お よび 「奉公 中の少 女 」(tjanste

flicka)と 記 載 されて い る。

5.小 括

以上 の分析か ら,フ ェーダ教 区の家庭内試問記録簿では,農 民,兵 士,小 屋住み ・問借人につ

いて,農 村 史研 究のなかで一般 的に用 いられる階層名 とは若干異 なる呼称が用い られていた こと

が明 らかになった。本稿 では,家 庭 内試問記録簿のみを分析対象 としたが,そ の他 の教会簿冊 で

もほぼ同様 の傾向であ る。 こうした史料上の特徴 をふ まえたうえで,フ ェーダ教 区における土地

制度や社会層分化 に関する分析 を進めることが,次 の課題 となる。
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